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新潟市中央卸売市場立入検査要綱

（趣旨） 

第１条 この要綱は，新潟市中央卸売市場業務条例（令和２年条例第５号。以下

「条例」という。）第８４条第１項の規定により，中央卸売市場の卸売業者（又

は仲卸業者（以下「卸売業者等」という。）に対して行う立入検査（以下「検

査」という。）に関する事務処理について，必要な事項を定める。 

（検査の目的） 

第２条 検査は，卸売業者等の業務運営の適正化と財務の健全化を図り，もって生

鮮食料品等の取引の適正化とその生産及び流通の円滑化を図り，国民生活の安定

に資することを目的とする。 

 （検査の実施主体） 

第３条 検査は，中央卸売市場管理事務所職員の中から市長の指定する検査員（以

下「検査員」という。）が行う。 

 （検査計画の策定） 

第４条 検査員は，年度当初に当該年度に検査を予定する卸売業者等（以下「検査

対象卸売業者等」という。）を定めた検査計画を定めるものとする。 

 （検査事項） 

第５条 検査は，卸売業者等の業務及び財務の状況について行う。 

（検査の方法） 

第６条 検査は，卸売業者等の事務所その他の業務を行う場所について，実地検査

の方法で行う。ただし，必要があるときは，これらの場所以外の場所において帳

簿その他の書類につき検査を行うことができる。 

（検査結果の処理） 

第７条 検査結果の処理は，次号のとおりとする。 

 （１） 検査員は，検査結果を検査対象卸売業者等に通知する。 

 （２） 検査員は，検査結果から改善を要すると認められる事項がある場合は，

検査対象卸売業者等に対し，期限を付してその改善についての報告書の提出を

求める。 

 （３） 検査員は，必要があると認めるときは，条例第８５条の規定による改善

措置命令を発する事務処理を行う。 

 （検査の実施要領） 

第８条 この要綱に定めるほか，検査の実施要領は別に定める。 

附 則 

この要綱は，令和２年６月２１日から施行する。 


